
 

紙類の分別区分見直しについて 

 

 

１ 概要 

 

市では、平成２４年度から新聞、雑誌・雑がみなどの古紙類の行政回収を開始し、紙

パック、ダンボール、その他の紙などの容器包装と合わせ、紙類だけで５つの分別区分

となっており、本審議会や、ごみ減量化・資源化意見交換会において、「その他の紙」と

「雑誌・雑がみ」の分別がわかりにくいとの意見が寄せられていため、「雑誌・雑がみ」

に分別区分を統合することができないか見直しの検討を進めてきたところである。 

平成２９年第２回審議会（平成２９年６月２９日開催）において、見直しについて示

したところ、全ての委員から理解を得られたところであり、平成３０年度第１回審議会

（平成３０年７月４日開催）でも、一本化を目指し関係機関と協議を進めている状況に

ついて説明し、了承を得ていたものである。 

その後、関係機関（収集運搬委託事業者、古紙類引渡事業者、弘前地区環境整備事務

組合）との調整が無事ついたため、平成３１年４月１日からの実施を決定したものであ

る。 

 

２ 市民への周知について 

 

 開始時期を平成３１年４月１日としたことから、市民への周知期間を平成３０年１０月

から半年間確保することとし、下記のとおり周知を行った。 

 

① 広報ひろさき １０月１日号、３月１日号、４月１日号（予定） 

② ごみ減量魂 vol.3 （広報ひろさき１２月１５日号と同時配布） 

③ 弘前市ごみ収集アプリ １月８日、３月７日、４月１日（予定） 

④ FMアップルウェーブ「行政なんでも情報」 １０月５日、３月１日放送分 

⑤ 陸奥新報「市政だより」 ３月２５日 

  

 このほか、１０月から開始した意見交換会や町会連合会主催の保健衛生座談会でも 

この分別区分の変更を中心に説明した。 

 

３ 変更後の「雑誌・雑がみ」の収集回数 

 

 これまでの「その他の紙」の月２回の収集回数を考慮し、統合後の「雑誌・雑がみ」の収集

回数も月２回を基本とした。※一部地区を除く。 

資料 1 



 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３１年度分別収集日程表 No.2 から抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


